
[無償型]実習プログラム

登録番号 218af

法人名 公益財団法人鳥取県建設技術センター

現住所 中部 〒6820018 鳥取県倉吉市福庭町二丁目２３番地

電話番号 0858266051

FAX番号 0858266052

業種 サービス業（他に分類されないもの）

実習プログラム名 ＜12月開催＞ 「正直ナゾの組織だよね？技術センターの仕事、ぜんぶ見せますイン
ターン」

実習のテーマ “なんだか難しそう”の先にあるワクワクを見つける2DAYS



実習内容

1日目｜13:00～16:00（3時間）
「テーマ：センターの役割を知り、現場の空気を感じる」
■ オリエンテーション・辞令交付式
・インターンの流れ説明
・辞令交付式
・作業服・ヘルメット貸与
・名刺プレゼント
■ 社会資本整備とは？ 
・社会資本の役割を学生の身近な例から解説します
・「身の回りの社会資本を探してみよう」（参加型ワーク）
・公共工事の流れを図解で理解
■ センター紹介（センターでの働き方がイメージできます）
・「5つの事業の柱」を実例ベースで紹介
・若手技術職員の1日のスケジュール紹介
■ 話ながら館内ツアー
・本館（総務研修課、材料試験課、建設支援課）
・プラザ棟（会議室・研修室）
・試験棟
■ 材料試験体験
・コンクリート圧縮試験を実際の試験機で操作
・「なぜこの試験が必要なのか」を担当職員が解説
・結果データを見ながら品質管理の重要性を学びます
■新人技術者研修の企画
・自分が受けたい新人技術者研修メニューの策定とプレゼン
■ 1日のまとめ（ティータイムブレイク）
・今日の学びを共有します。
・２日目のランチ交流会の質問を考える。→カードに書く
・明日の体験内容について説明します。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
2日目｜10:00～13:00（３時間）
「テーマ：建設DX・材料試験・広報を“実践”で学ぶ」
■ 建設DX体験
〇 3Dスキャナ体験（自分の仕事が残る）
・実際にスキャン → データ取得
・パソコンで図面・3Dモデルを作成
・作成したモデルはPDFで持ち帰り可能
〇 ドローン空撮体験
・操作説明、操縦体験
・撮影した写真は後のSNS投稿に活用（情報発信の素材として）
■ センター情報発信体験
・センターの広報を説明
・ドローン写真・館内写真を使って インスタ投稿を企画 → 作成 → 投稿
■ 女性技術者・男性技術者とのランチ交流
・１日目に学生の質問回収
・（例）「働き方」「キャリア」「学生時代にやるべきこと」など事前質問により会話を深め
る
■ フィードバック（自分の強みを見つける時間）
・参加学生から本インターンシップへのフィードバック
・担当職員から ①良かった点 ②成長した点 ③今後のアドバイス 
■ 終了証交付/記念写真
・終了証交付式
・職員との記念写真撮影（希望者はSNS用の写真も撮影可能）

実習業務 まちづくり

実習タイプ 現場での仕事体験, 若手社員等との座談会, 企業説明・見学のみ

実習タイプその他

実習方法 全日程対面で実施

求めている人材
〇建設系の技術や材料に関心がある方（これから関心を持たれる方も可）
〇社会に役立つことに興味がある方
〇とっとりが好きな方・これから好きになりそうな方
〇ワークライフバランスを実践したい人、興味がある人



実習で学んで欲しいこと 鳥取のインフラを支える最前線で支える、当センターの魅力を知って頂きたい。

スケジュール １２月３日（木）～４日（金）、１２月１７日（木）～１８日（金）

実習先の所在地・名称 〒6820018 鳥取県倉吉市福庭町二丁目２３番地
公益財団法人鳥取県建設技術センター

最寄駅・バス停 福庭北バス停から徒歩で約5分 ※倉吉駅まで送迎します

受入人数 １名から実施します

希望受入対象 2027年～2030年卒業予定の学生

留学生受入・受入条件 不可 

必要な能力・資格・技術等 ExcelやWordなどのOfficeソフトの基本的な操作スキル

実習期間・時間

12月上旬～12月中旬（実施日数 2日間）
１日目３時間、２日目３時間時間（休憩時間 適宜分）
実習日に土日祝を含む：含まない
実習時間に早朝夜間を含む：含まない
※実習期間・実習時間でご要望があれば事前にお知らせください。調整可能です。

服装規定 あり（私服での来所ＯＫ。髪色気にしなくてＯＫ。 作業服やヘルメットを貸与）

賃金 なし

旅費・宿泊費等の補助 あり（２日目 ランチ交流会でお弁当）

選考方法 企業側で選考

学生へのひとことコメント
建設系の技術や材料に関する学科への履修実績がない方でも、採用後、当センター
に隣接する鳥取県立産業人材育成センター倉吉校土木システム科へ１年間通学し
建設産業の知識を学び、２年目から業務に従事していただきますのでご心配ありませ
ん。 男女問わず、幅広い年齢層が働いており、多様性を大切にする職場です。

その他補足事項 エントリー締め切り日は各実施予定日の1週間前とします


	[無償型]実習プログラム

